
学年 講義 H25後期
学習教育目

標

1-1, 2 廣田友子
1-3, 5 藤井数馬
1-4 福島礼子

学科(1年は
ｸﾗｽ) 必修 １単位 4

1-1, 2 HIROTA, Tomoko
1-3, 5 FUJII, Kazuma
1-4 FUKUSHIMA, Ayako

参観

×

×

第 2回

科目目標
（到達目標）

教科書
器材等

（授業は原則として教員が自由に参加できますが、参観欄に×印がある回は参観できません。）

定期試験及び臨時テスト、小テスト80％、平常点（授業態度、学習意欲、出席状況、忘れ物、TOEIC
Bridgeなどの外部試験等）20％　　６割以上の修得で合格とする。

総合英語A、英語W、英語C

第 1回

第11回
Lesson 10 The Coral Crisis

第16回 テスト返却、テスト解説、授業アンケートなど

後期中間試験
Lesson 9 The Story of Chocolate
Lesson 9 The Story of Chocolate
Lesson 10 The Coral Crisis

Lesson 10 The Coral Crisis
Lesson 10 The Coral Crisis第14回

第12回
第13回

第15回 学年末試験

総合英語B

General English B

中学3年生、高専1年前期までの既習事項を土台にして、４技能を統合した英語力の向上を目指す。授
業では、検定教科書の読解を中心に、音声教材や多読、多聴教材を適宜、状況に応じて使っていく。
授業中は、インプットを確保するために音読や筆写を豊富に行い、なるべく多くの英語を読み聞くこ
とを心がけ、自分や身近なことについて話したり書いたりする練習もしていく。また、英語の相互使
用を確保し、学びを深めるために協同学習（グループ学習）も取り入れていく。

第 9回
第10回

概　要

授業計画

Lesson 8 The Ig Nobel Prize、TOEIC Bridge演習

ガイダンス、Lesson 8 The Ig Nobel Prize

Lesson 8 The Ig Nobel Prize、TOEIC Bridge演習
Lesson 9 The Story of Chocolate、TOEIC Bridge演習
Lesson 9 The Story of Chocolate、TOEIC Bridge演習
復習

Lesson 8 The Ig Nobel Prize、TOEIC Bridge演習

前期の総合英語Aと１年間を通して、TOEIC Bridgeで130点以上の英語力を身につけることを目標とす
る。また、英語学習の必要性を感じ、自ら学習していく姿勢とともに、高専生としてのあるべき学習
姿勢も身につける。

『Compass English Communication I』（大修館書店）、『Compass English Communication I学習
ノート』（大修館書店）、『TOEIC Bridge公式ガイド＆問題集』（TOEIC運営委員会）、『Word
Meister』（第一学習社）、英和辞典

1

全クラス

教科書中の２つの"Supplementary Reading"は、時間に余裕があれば上記シラバス内容に加え、授業
で取り入れていく（あるいは冬休みの課題とする）なお、『TOEIC Bridge公式ガイド＆問題集』は、
適宜授業内で演習用として使うので、毎時間持参すること。なお、夏休みの課題としても用いること
がある。『Word Meister』は小テスト用や夏休み課題用や自習用として使う予定である。
なるべく分かりやすい授業を心がけるが、分からない箇所があれば、積極的に質問をすること。ま
た、授業以外で自ら英語にふれる習慣を作ること。

第 3回
第 4回
第 5回
第 6回
第 7回
第 8回

 20130331新規

評価の基準と
方法

関連科目

科目
分類

担当

更新履歴

ｵﾌｨｽｱﾜｰ 授業日の昼休みまたは放課後を基本とするが、担当者によって異なる場合がある。指示を仰ぐこと。

使用教材は同じであるが、授業担当者が３名いるため、状況(クラスの英語習得水準、学習意欲・態
度、授業担当者の授業方針等)によって進度やテスト範囲も適宜変更したり、担当者間で異なったり
する場合がある。変更があった場合は、授業担当者から説明をする。

授業ｱﾝｹｰﾄ
への対応

備　考


